
鋭
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か

4

か

楊

観

音

画

柳

〔
現
状
と
法
量〕

絹
本
着
色 、

堅
企
0
2
（
一

・丈
三
尺
五
寸
五
分）

横
M
M
M
－
m
g
（
七

尺
閥
寸
三
分）

の
大
掛
師
で
あ
る
。

回
師
全
国
に
わ
た
り

函
絹
の
裂
れ 、

航
折
が
お
お
く 、

し
か
も
一

郎
に
陣
燃
と

汚
加
に
よ
っ
て
闘
容
や
品
世
が
詳
ら
か
に
な
ら
ぬ
個
処
も
あ
る
が 、

後
世
の
補
筆

や
補
色
は 、

左
辺
上
部
の
一

部
分
を
の
ぞ
い
て
は
み
ら
れ
ず 、

よ
く
旧
状
を
保
っ

て
い
る
倒
処
が
多
い

。

主
な
損
似
は 、

上
辺
か
ら
左
辺
に
か
け
て
の
部
分
と 、

脱

出回
普
離
の
聞
の
部
分
に
あ
る
。

左
辺
の
そ
の
制
御
は 、

上
辺
に
お
い
て
闘
い仰
の
半

分
が
欠
落
し
て
い
る
程
で
あ
る
。

こ
の
欠
落
部
分
は 、

後
世
の
籾
忠
な
紙
質
で
補

な
わ
れ 、

円
光
が
削
劣
に
揃
き
加
え
て
あ
る
。

顔
の
部
分
は 、

回
而
上
部
か
ら
順

次
に
小
さ
く
な
る
と
こ
ろ
の 、

3
個
処
に
わ
た
る
画
絹
の
欠
落
が
あ
る
が 、

こ
れ

は
掛
幅
を
巻
い
た
状
態
で
外
部
か
ら
損
傷
を
受
け
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

法
盆
は
前
記
の
よ
う
に
巨
大
で
あ
る
が 、

注
目
さ
れ
る
の
は 、

肉
眼
に
よ
る
制

祭
の
か
ぎ
り
で
は 、

回
絹
の
継
目
が
は
っ
き
り

せ
ず 、
一

師
一

舗
の
回
一帆
に
み
え

る
点
で
あ
る
。

わ
が
国
の
仏
画
と
比
較
す
る
と 、

こ
の
画
幅
一

帽
の
大
き
さ
は 、

ま
っ
た
く
異
例
と
し
て
よ
い

。

但
し
朝
鮮
で
は 、

天
哲
7
年
（戸白N
36
月
制
作

の
銘
を
も
っ

、

扶
除
前
向
山
無
抗
寺
の
絹
本
着
色
弥
肋
菩
薩
像
が 、

mm
四
五
尺

（】
ω
8
2〉 、

航
二
五
尺
（吋
勾
g〉

の
一

一帆
一

舗
の
回
帽
で
あ
る
と
す
る

報

告
も

あ
る
。

巾
二
五
尺
も
の
絹
が
織
成
さ
れ
た
と
は
考
え
脱却
く 、

或
は
画
絹
の
縦
方
に

化
地
h
y
La
『
綜
民

4
5
8
11
W
EW
 
初
抑
制附
官
図
像

像

工

究

.，...『

主己

美

昔
一A

有5

特
殊
な
刀
法
が
あ
っ
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
。

し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ 、

鋭
社
の

場
合 、

後
に
ふ
れ
る
画
風
の
問
題
と
も
凶
係
す
る
こ
と
で
あ
る
が 、

回
一帆
の
法
μ

自
体
が
わ
が
国
の
仏
回
と
典
範
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

〔
図
像
に
つ
い
て〕

画
而
全
体
を
托
す
る
制
背
菩
薩
像
は

、

左
向
き
半
蜘
の
装
勢

で 、

右
足
を
蓮
華
座
の
上
に
の
せ 、

山LJ
直
前十
状
の
も
の
を
放
い
た
厳
に
肢
を
か
け

て
い
る
。

右
手
は
第
三
・

凹
指
を
続
く
肥
し 、

ト江
手
は
術
指
と
中
指
と
を
続
く
総

じ
て
レ
る
。

一以
上
に
は
赤
衣
の
化
仏
が
坐
す
山
い
宝
冠
を
い
た
だ
き 、

身
は
剛明
治

・

腕
釧
で
厳
飾
し 、

さ
ら
に
到
冠
よ
り
丑
れ
た
峰
山維
を
ま
と
っ
て
い
る
。

矧
背
の

左
辺
に
は
縦
の
上
に
水
瓶
に
さ
し
た
紛
柳
が
怖
か
れ 、

観
音
の
背
部
に
あ
た
る
耐

而
右
辺
に
は 、

脊
般
の
聞
に
竹
を
揃
い
て
い
る
。

観
音
の
坐
す
阪
は
水
波
に
か
こ

ま
れ 、

そ
の
水
辺
に
は
朱
緑
の
刑
瑚
と
宝
珠
が
生
じ
て
い
る 。

水
波
の
此
方
に
宜

子
が
合
掌
し 、

観
点
日
を
梓
す
る
態
を
と
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
図
像
は 、

後
述

す
る
よ
う
に
錫
柳
観
音
像
に
共
通
に
み
ら
れ
る
特
徴
を
仙
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る

が 、

水
故
に
阻
ま
れ
た
般
に
観
音
像
を
描
く
点
に
は 、

補
陀
落
山
の
観
世
立円
を
普

財
宝
子
が
参
問
す
る
と
い
う
な
恕
が 、

働
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

脇
柳
観
音
像
は 、

た
と
え
ば
唐
・

税
制
経
訳
『
千
老
眼
観
自
在
菩
薩
泌
街
糾』

（
大
疋
泌
総 、

巻
二
十
所
収〉

に
説
く
よ
う
に 、

衆
病
を
消
除
す
る
た
め
に
造
顕
さ

わ
が
国
で
も
水
墨
の
白
衣
観
音
を
の
ぞ
い
た
彩
色
画
だ
け

れ
る
も
の
で
あ
る
が 、

17 
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に
つ

い
て

も、

（
惇
z同

宗
全
刀 、

た
と
え
ば 、
ト
ヘ

市
ル

；
i

守
政
3
幅

の
内
で
故

大
の

1
隔
で
は、
向

業
上
に
合
学

す
る
普
財
宝
子
像

の
他

に、
供
物
を
さ
さ
げ

る
6
人
の
供
養
者

と
山内

形
の
天
3
体
を
拙
き 、
さ
ら

に
画
商
右
上
辺

に
は
花
を
街
え

た
瑞
μ
を
配
し
て

い

る。
談
山
神

社
像

の
場
合
は、
画
面
下
部
の
此
岸

に、
制

い
金
泥
で 、
此
蛇

に
お

わ
れ、
首
伽
を
つ
け
ら

れ
た
人
々
を
柿
き 、
火
宅
を
表
現

し、
陥
陀
磁
波
海
を
附

一
爪

す
るよ川
を
岸
辺

に
柿

く
な

ど、
説
話
性

に
と
ん
だ
内
’容
を
表
現
し
て

い
る。
李

朝
の
画
風
を一
が

す
生
駒
回
生
院
像

で
は、
左
辺

に
比
丘
形
を
附
き 、
ま

た
そ
れ

を

抗
き
改
め
杖
を

も
っ
布
袋
和
尚

に
似

た
僧
形

と、
下
辺
に
屯
神
を
揃

い
て

い
る。

観
音
像
自
体

に
つ

い
て

も、
山川以
来
寺
像
の

よ
う

に、

町平一J
で
膝
を

か
か
え
川安
坐

す

る
場
合 、
建
長
止寸
像

の
よ

う
に
正
而
向
に
柿

く
場
合

も
あ
る。
し

か
し 、

そ
れ
ら

の
相
違

に
も
か
か
わ

ら
ず、

川帽
柳
を
姉
き 、
践
に
破
坐

す
る
間
4
H

像
を
梢

く
山…

は

川陽
柳
脱出回
像

に
共
通
し
て
み
ら
れ

る
と

こ
ろ

で、
鋭
社

の
画
像

は、
大
徳
寺
の
3

師 、
盟
然
来
迎
オザ

の
1

師
な

ど
と
と
も
に、
楊
柳
観点
H

像
の
も
っ

と
も
MM
準
的
な

函
像
を

も
つ

も
の
と
い

え
る。

〔
肢
法

と
画
風〕
赤
衣

の
阿
弥
陀
仏
を
中
心

に
し
て、
五
彩
で
厳
附
さ
れ

た
宝

冠
か

ら、
全
身
を
被
う
駁
縦

が
霊

れ
て

い
る
が、
そ
の
将
探

は
白
色
凱
料
で
衣
相

を
拙
き 、
縦
訓
な
柿
仙紙
で
網
闘
を
表
わ
し 、

そ
の
全
国

に
胤
凪

と
主
文
を
入
念
に

金
泌
で
拙

い
て

い
る。
そ
の
続
縦
を
透
し
て
み
え

る
苔
隊
は、
輸
相ゆ
を
淡
誌
の
や

わ
ら

か
い
鉄
線
で
つ

く
り 、

淡
紅
色
を
呈

す
る
朱
ノ
具
で
肉
身
を
彩
り 、
朱
低
を
ほ

ど
こ

す。
版
部

に
か
か
る
緑
背
地

の
衣

は、
衣
刷出
総
に

そ
っ
て
金
配

の
術
総
を

は

し
ら
せ 、
衣
全
而

に
金
川町
で
宝
相
華
文
を
附

い
て

い
る。
初

は
朱
ノ
兵
の
地

に、

金
泥

の
む
申
文
を
全
而
に
柿
き 、

そ
の
聞

に
2
個

の
紅
迎
撃
を
組
合
せ

た
長
円
形

の
華
文
を
配

し
て

い
る。
冠
制

は
左
右
2
条

に
長

く
ゆ

る
や

か
に
垂

れ
て、
腕

に

ま
つ
わ
り

脚
下

に
い
た
る
が、
そ
の

1
条

は
白
色 、

他
の
1

条
は
上
仰
をLU
に
し 、
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下
部
は
そ
の
白
地
に
黄
土
の
宝
相
華
唐
草
を
一

耐
に
揃
き、

巾掛
棋
で
輪
郭
を
つ
く

り、

唐
草
に
は
朱
彩
を
点
じ、

典
雄
な
立
匠
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
山内
却
な
立
匠

は、

2
条
の
金
泥
，総
で
聞
む、

設
協
の
装
飾
に
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

明

治、

鉛
釧
は
｛五
味
を
主
胞
に
し
た
装
飾
で、

朱
・

緑
・

併
守
を
も
っ
て
多
彩
な
感

じ
を
つ
く
り
、

金
具
は
、

ほ
り
治一一
風一
に
金
泥
を
も
ち
い
て
い
る
。

そ
う
し
た
装
飾

性
に
と
む
表
現
の
な
か
で、

と
く
に
粘
紙
で
長一
郎
な
も
の
は、

服
部
を
被
う
唐
草

文
の
一

市
で
あ
る
。

地
を
自
訴
で
つ
く
り、

政｛
は
抗
土
ノ
同れ
で、

業
は
緑
苛、

附刷

出
H、

朱
の
三
彩
の
結
捌
で
彩
り、

紫
色
の
輩
に
向
色
の
点
加
で
蕊
を
え
が
き、

輪

郭
を
つ
く
る
挫
の
鉄
線
摘
も
こ
の
部
分
で
は
と
く
に
細
川訓
で、

冴
え
た
感
覚
を
示

し
て
い
る
（
m
l
凶
参
照）
。

左
辺
の
縦
の
上
の
水
胤
は、

緑
寸
同
地
に
日
文、

川市民

文、

渦
巻
文
な
ど
を
金
泥
線
で
空
間
充
唄
的
に
附
き
こ
ん
で
い
る
。

腸
柳
の
業
は

緑
古、

伎
は
岱
蛸
で
挑
く。

観
音
の
岩
出
は、

岱
抑州
地
に
級
官
を
刷
き、

鎧
で
政

淡
を
つ
け、

ま
た
金
泥
の
限
取
を
つ
け
て
い
る
。

観
音
の
左
足
を
載
せ
る
逝
華
庄

の
逆
弁
は、

外
側
を
緑
青、

内
側
を
鮮
民
H
に
盗
分
け、

そ
の
外
側
の
注
弁
に
は
金

山山
で
凶
む
輪
郭
の
な
か
に
4
似
の
宝
珠
を
怖
く。

法
弁
に
は
細
い
金
泥
で
葉
脈
を

川
い
て
い
る
。

普
財
童
子
は、

淡
川訟
で
下
拙
を
つ
く
り、

朱
ノ
具
で
彩
る
肉
身
に

は
朱
HM
を
ほ
ど
こ
し、

朱
線
で
柿
起
し、

そ
の
緑
背
地
の
衣
に
は、

全
而
に
・麻

説、

菊
花、

唐
前十
文
を
揃
き、

や
や
肥
控
を
も
っ
衣
倒
紘
に
そ
っ
て
金
泥
の
拙
州献

を
は
し
ら
せ
て
い
る
。

観
音
の
般
の
下
の
海
水
は、

緑
青
地
に
地
淡
を
も
っ
た
塁

線
で
水
波
を
え
が
き、

汀
に
は
朱
の
刑
瑚
を
附
く。

岡
而
下
部
の
、

手
前
の
土
披

に
は
金
泥
で
点
怖
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
の
は、

浜
の
真
砂
を
表
現
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
か
。

姉
線
は
総
じ
て
や
わ
ら
か
く、

衣
招
の
表
現
に
若
干
の
肥
控
を
み
せ
る
他
は、

』
忍

Ju
h
V
a
r－
GM1
K
九

か
則
却γ
t
t
日υ
サト
民

秘
柳
観点日
間
像

鉄
線
描
で
あ
る
。

冠
制
末
端
や、

災
慌
の
唐
草
文
係
の
県一
紘
な
と
に、

充
分
に
練

達
し
た
回
技
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

彩
色
で
は、

と
く
に
金
川町
の
多
用
が
目

を
ひ
く。

幌
羅
に
描
い
た
胤
凪
文
や
芸
文、

雌
の
限
取、

衣
や
水
瓶
の
空
川
充
填

的
な
金
泥
文
様、

そ
れ
ら
が
つ
く
る
風
尚
は、

わ
が
国
の
中
世
仏
回
と
は
ま
っ

た
く
こ
と
な
っ
た
魁
を
示
し
て
い
る
。

脱
出
回
や
主
fT
の
淡
紅
色
を
呈
す
る
肉
身
部

の
朱
ノ
日刊
の
色
感
も
ま
た、

わ
が
国
の
そ
れ
と
は
若
干
地
を
災
に
す
る
も
の
で
あ

る
。

な
ほ
ま
た、

内
色
顔
料
を
も
ち
い
た
収
縮
の
透
明
な
表
現
の
妓
巧、

丑
援
や

衣
柑
末
端、

或
は
縦
の
奇
怪
な
岩
盟
に
み
る
誇
張
し
た
屈
山
の
川地
味
も
ま
た、

わ

が
国
の
伝
統
的
仏
間
と
は
兵
組
の
も
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
間
風
は、

元
代
仏
画
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
そ
れ
に
ち
か
い
も

の
で
あ
る
が、

架
し
て
元
回
で
あ
る
の
か、

元
画
の
つ
よ
い
彩
押
下
で
成
立
し
た

古
川一
郎
後
期
の
そ
れ
で
あ
る
の
か、

断
奈
は
下
し
嫌
い
。

図
像
学
的
に
は
鋭
社
像
と

も
っ
と
も
ち
か
い
大
徳
寺
の
元
岡
と
目
さ
れ
て
い
る
三
一仰
に
比
較
す
る
と、

表
現

の
精
紋
さ
に
欠
け
る
山…
は
否
め
な
い
。

し
か
し、

歪
元
お
年
（同
区山〉

の
日
本
州政

h
政
阿
弥
陀
如
来
像、

大
徳
叩
年
（
5cm〉

の
叙
津
美
術
館
政
阿
弥
陀
如
米
像
な

ど
の
高
胤
仏
画
に
比
較
す
る
と、

朱
緑
二
彩
の
対
比
と
休
娠
の
比
例
に
つ
い
て、

若
干
の
相
違
も
感
じ
ら
れ
る
。

制
作
期
は
十
四
位
紀
初
期
を
降
る
も
の
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
が、

い
ず
れ
に
し
て
も、

つ

ぎ
に
述
べ

る
よ
う
な
銃
社
の
歴
史
的
状

況
を
考
え
る
と、

こ
の
画
制
が
高
雌
か
ら
将
来
さ
れ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。

〔
伝
来
に
つ
い
て
〕

画
幅
下
段
中
央
に、

8
行
に
わ
た
る
挫
告
の
寄
進
銘
が
あ

る
。

汚
損、

抹
消
が
あ
っ
て
読
解
は
困
難
で
あ
る
が
次
の
よ
う
に
判
読
さ
れ
る
。

奉
口
口銃

社
御
賢
前

（

マ

、

観
音
量
像
一

柿
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亙
幽
退
也
仰
得
進
旨
趣
如
件

明
徳
二
年
制
十
二
月
十
三
日
良
賢
例

先
師
某
に
所
縁
の
こ
の
画
幅
が 、
明
徳
2

年
（
呂田
己
ロ
月 、
僧
良
賢
に
よ
り 、

銃
社
二
・刷
宮
の
成

等
正
覚
と
先
師
の
離
苦
得
業
と 、
殊
に
良
賢
二
世
の
成
就
円
満

の
旨
越
を
以
て
銃
社
に
寄
進
さ
れ
た
と
い
う
事
情
が
推
祭
で
き
る 。
こ
こ
に
い
う

鋭
社
は 、

息
長
足
舵
命
を一

宮
に 、

二
宮
に
は
藤
原
康
嗣
を
記
り 、

明
和
7

年

2
30〉
の
回
禄
に
い
た
る
以
前
に
は 、
法
頂
坊 、

宮
師
（
司〉
坊 、
御
燈
坊
な
ど

の
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
記
録
に
み
え
る 。
式
外
社
で
あ
る
が 、
航
凶
で
は
社
名

高
く 、
中
世
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
は 、
『五回
妻
鏡』
文
治
2

年
公
民∞）
ロ
月
刊
日

の
条
に 、

草
野
次
郎
大
夫、
氷
平
を
以
て

宮
司
峨
に
定
補
せ
し
め
た
こ
と 、
ま
た
同

じ
建
久
5
年
〈
戸
笠〉
7
月
初
日
の
条
に
は 、
源
頼
朝
は
鎧
・

制
・

弓
矢
を
銃
社

に
奉
納
し
た
こ
と
が
み
え
る 。
草
野
氏
は
中
世
を
通
じ
て
鋭
地
方
に
力
を
ふ
る
っ

た一
族
で
あ
る 。
と
こ
ろ
で 、
僧
良
賢
に
つ
い
て
諮
る
史
料
を
欠
く
の
で 、
そ
の

鋭
社
に
場
柳
観
音
像
が
寄
進
さ
れ
る
に
当
り 、

直
接
に
ど
の
よ
う
な
契
機
が
働
い

て
い
た
か
に
つ
い
て
あ
き
ら
か
に
し
え
な
い
が 、
別
に
当
時
の
こ
の
地
方
の
特
殊

な
歴
史
的
条
件
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る 。

鋭
祉
の
在
る
肥
前
松
浦
地
方
は 、
『
鋭
志
倭
人
伝』
に
み
る
末
虚
固
に
比
定
さ

れ
る
土
地
で 、

朝
鮮
と
は
壱
岐 、

対
馬
を
介
し
て一
衣
市
水
の
間
に
あ
り 、

古

来 、
大
陸
交
通
の
一
要
地
で
あ
っ
た 。
鎌
倉
時
代
の
初
期 、
『
明
月
記』
嘉
禄
2

年

（
H
M
M
m
）

叩
月
の
条
に
み
る 、
数
十
般
の
兵
船
を
構
え
て
市
臨
に
わ
た
り
資
財
を
掠

取
し
た
と
い
う

訟
浦
党
は 、
中
世
こ
か
松
浦
地
方一
拾
に
威
を
ふ
る
っ
た
武
士
団

の
呼
称
で
あ
る
こ
と
は 、
よ
く
知
ら
れ
た
事
柄
で
あ
る 。
そ
し
て
『
吾
妻
鋭』
貞

永
元
年
。
白
色
間
9
月
口
日
の
条
に
は 、

他
な
ら
ぬ
こ
の
銃
社
住
人
が
高
麗
に
渡

り 、
夜
討
を
企
て
数
多
の
珍
宝
を
治
取
し
て
帰
朝
し
た
と
い
う

記
事
も
み
え
る 。

そ
う
し
て
み
る
と 、
明
徳
2

年
に
さ
き
だ
っ
南
北
朝
時
代
に
と
く
に
激
し
か
っ
た

M
2

 

倭
冠 、
頻
繁
な
高
臨
か
ら
の
使
節
来
朝
の
附
に 、
鋭
を
ふ
く
め
た
松
問
地
方 、
か 、

侵
定 、
私
貿
易
の

いず
れ
を
と
る
に
し
て
も 、
出
鹿
と
ふ
か
く
交
流
し
て
い
た
こ

と
は
考
え
ら
れ 、

そ
の
間
に
文
物
の
将
来
も
あ
っ
た
こ
と
は
充
分
に
想
像
さ
れ

る 。
た
と
え
ば 、
永
和
元
年
（
広吋印〉

他
宗
祐
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
と
い
う

悲
日

寺
は 、
同
じ
く
旧
鈍
村
内
に
あ
る
が 、
そ
こ
に
は
高
麗
顕
宗
7

年
に
当
る
太
平
6

年
20N
3
巨
済
尚
北
寺
へ
の
寄
進
銘
を
も
っ
朝
鮮
鈍一
口
（
童
市町
文
化
財
）

が
伝
存

す
る
し 、
ま
た
鋭
に
隣
接
す
る
半
田
地
区
の
勝
楽
寺
に
は 、
応
安
7
年
。ω
ど〉
日

月 、

沙
弥
妙
賢
の
寄
進
し
た
朝
鮮
錨
が
旧
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う 。

鏡
社
協
柳
観

音
像
の
将
来
と
寄
進
は 、
ま
さ
に
そ
う
し
た
歴
史
的
条
件
の
所
産
と
み
て
よ
く 、

画
幅
の
伝
来
は 、
中
世
北
九
州
の
文
物
将
来
の
一
聞
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て 、

意
義
深
い 。
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